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防災・減災に向けた各種センサ開発 
～ インフラサウンドセンサ、AE センサ等 ～

●キーワード● センサ、光波利用センシング、インフラサウンド、アコースティック・エミッション（AE）、IoT

　津波形成時に生じる微気圧変動（インフラサウンド）
を検知し、信頼性の高い避難指示を発出できれば、津波
被害の軽減につながります。また、構造物等の微小破壊
で生じる弾性波（AE波）を検知し、構造物等の健全性や
危険度を知ることで、未然に崩壊を防ぐことができま
す。
　そこで、当研究室では、微気圧変動や弾性波を検知す
るためのセンサ開発を行っています。センサの特徴は光
波を利用するところで、これにより電気駆動のセンサと
異なり、無誘導性、防爆性、高絶縁性等の性質をもちま
す。光波利用に加え、シリコンの微細構造を利用したセ
ンサの開発実績もあり、新規的なセンサシーズを提供し
ています。また、センサ開発だけでなく、IoTを意識した
システム開発も行っています。
　現在開発している微気圧センサは、津波生成時の微気
圧変動検出をターゲットとしており、センサおよびIoT
システムが実現された際は、津波による人的被害の軽減
に貢献できると期待されます。また、AEセンサは、構造
物の非破壊検査に使用され、構造物の健全性モニタリン
グにより、防災・減災の観点からの貢献が期待できます。

T. Toriyama, H. Ono, N. Takaoka, M. Ohkawa: “Investigation of frequency and step responses of 
pressure sensors with semi-closed structures based on numerical simulations and experiments,” 
Sensors and Actuators: A. Physical, Vol. 332, 113158 (2021).

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　センサ作製・測定・特性評価をはじめ、構造-流体解
析シミュレーション、センシングシステムの構築な
ど、幅広くセンサ・センシングシステムの開発に取り
組んでいます。

・光波利用センサ、各種光デバイス、センシングシス
テムに関連する分野　
・本センサに興味をもち、センサ開発やIoTシステム
化にご協力いただける方々

関連する知的財産
論文 等

光導波型微気圧センサの概要説明図

センサ応答の一例

専門分野 センサ工学、光デバイス工学、光エレクトロニクス電波信号処理研究室
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マイクロ波・ミリ波を用いた生体信号計測・小物体動き同定 
～ 無線通信の電波を用いて実現します ～

●キーワード● マイクロ波・ミリ波、非接触センシング、動作同定、ヘルスケア、高齢者見守り、機械学習

　スマート社会に向けて環境および人の情報化技術が
重要な課題となっています。当研究室では、超高速無線
通信を活用した高精度ユビキタスセンシング技術（デー
タ通信とセンシングの統合）の開発を行っています。特
に、ミリ波帯無線伝送システム（WiGig；60GHz帯無線
LAN）の高分解能通信路特性を用いた生体信号計測技
術や小物体動き同定技術を研究しています。この技術に
より、非接触心拍率・呼吸率計測、ハンドジェスチャー認
識、動作識別など日常的ヘルスケア、高齢者の安全・安心
な暮らしのサポート、スマート機器や家電の制御・デー
タ入力のインタフェースなどへの展開を期待していま
す。
・ミリ波無線信号をターゲットへ照射し、その散乱波の

振幅・位相の時間変化から小物体の微細な変動を捉え
ます。特に、ミリ波通信においては、ターゲット方向へ
アンテナビームを容易に絞り込み、広帯域信号により
数cm程度の微小な伝搬経路差の分解能が得られま
す。

・心拍・呼吸の周期定常性を用いた最尤推定により、非
接触で体動の影響に強い高精度信号検出を行います。

・高度な信号処理により所望成分の特徴量を抽出し、機
械学習により人体動作の同定を行います。

ミリ波通信路応答を用いた呼吸と心拍計測法の検討, 電子情報通信学会信学技報, MICT2017-55, 2018年3月
Intruder Detection Using Radio Wave Propagation Characteristics, IEEE/IEIE ICCE-Asia, Jun. 2018
ミリ波を通信路特性を用いたハンドジェスチャー認識, 電子情報通信学会ソサイエティ大会, BS-8-1, 2018年9月

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　スマートホーム：日常的ヘルスケア、高齢者の安
全・安心な暮らしのサポート
　入力インタフェース：スマート機器や家電の制御、
データ入力、仮想タッチスクリーン

・ヘルスケア機器・運動機器
・高齢者見守り・ホームセキュリティ
・機器の非接触操作
・スマートホームにおける各種センシング

関連する知的財産
論文 等

無線通信路特性（ターゲット散乱波）

小物体動き検出

専門分野 電波伝搬測定・解析・モデリング、高分解能パラメータ推定、アレー信号処理

※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp 3-33-2


